
1 2月定例会日程
12月14日 開会(提案毘rtJ説明〕
12月15日-12月17日休会
12月18円-12月2001 一般質問
12月初日 委員会付託
12月21日 科沼7i1・任委員会
12月22日 各部川汀一委員長報告

決算審査品目日否問長報告
!明会

'l'Ji寺市議会戸、よq本市の人口

(昭和48年 l月 1日現在)

人口総 数 190，546人

男 92，976人

女 97，570人

帯 数 59，329世帯
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昭和48年 2月1日 第 16号

る
e
m民
の
即
日
制
と
す
る
mHHは、
m
一

学
生
と
の
交
流
も

一の
で
、
健
会
主
む
よ
う
な
益
軒
で
第
一
聞
影
中
長
鋭
化
に
郵
め
る
M

即時が
あ

買
か
ら
は
、
高
な
費
と
し
て
尊
丁
目

l
李

品

目

ふ

れ

合

い

が

一

力

す

る

。

一

る

@

敬
さ
れ
、
毘
か
ら
は
諒
さ
れ
る
繊
一
少
な
い
。
こ
れ
は
、
主
語
で
要
一

助
成
金
一
増
額
せ
よ

一

安
い
住
宅
資
金
も

民
で
あ
り
、
し
か
も
、

E
の
願
い
に
一ば、

Eと
堂
は
断
絶
し
て
い
る
と
一
1
根
津
1
自
主
の
誌
で
声
量
一
l
一一一
枝

聖

書

一

帯

ん

でい

す
ぐ
応
じ
て
く
れ
る
隈
皐
三
円
動
一
宮
え
る
。
民
主
く
す
震
で
三
に
語
い
す
る
と
と
重
し
ま
す
と
、
一
る
の
は
、
日
露
で
す
。
甲
府
周
辺
は

『

一
力
を
認
を
し
一
市
警
は
半
主
義
喜
に
し
、
三
自
治
会
互
い
E
と
重
し
て
い
た
吾
が
上
梓
し
、
専
の
家
を
も
っ
と

叫

合

古

合

会

合

一

七

o
t臣
、
重
成
長
官
補
祉
れ
て
か
ら
閉
ま
の
酌
き
、

E
Z一審
で
一
竺
派
に
帽
す
る

5
2
市
民
委
加
に
力
尽
せ

一
い
孝
の
噌
雲
市
政
に
反
映
し
て
も
一
防
犯
灯
等
の
限
聞
及
び
桂
持
軍
曹
に
一
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
閉
に
お
い

仏

1
甲
府
市
警
は
、
重
だ
よ
り
を
亮
一優
先
へ
の
転
換
器
託
、
刑
方
自
主
か
り
非
常
に
結
構
な
こ
と
と
思
っ
て
い
一く
、
市
民
全
悼
の
意
見
時
聞
い
て

E
一

一

ら

い

た

い

。

一

、

;

!

一

て

も

、

益

量

刑

の

供

給

再

考

出
諮
問
一
提
出
町
出
山
一回
一
時
間
一
初
出
一
言
語
笠
郡
山
一
一
言
諮
問
サ

占
。
本
日
は
、
重
量
っ
て
直
主
主
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
一われ
高
く
評
価
し
た
い
。
一
ぅ
、
情
採
用
を
し
て
警
の
震
を
一
患
っ
て
い
る
。
警
は
、

E
豆
ん
で
訴
し
雪
乙
と
は
良
い
己
主
一
し
て
慌
し
い
。

H

一

は

効

率

的

に

、
言
~
胞
の
ま
さ
出
席
願
い
、
閉
級
会
に
~
で
、
市
民
話
の
代
表
で
あ
る
各
氏
の
一
執
行
は
襲
業
す
る
が
、
市
壁
一
宮
て
開
い
た
い
。
一
政
に
富
さ
せ
る
た
め
市
話
題
に
一
号
。
一
次
に
、
広
報
主
に
つ
い
て
で
す
一
若
干
市
の
も
っ
て
い
る
土
問
は

A
E
v翠
詰
吉
田
を
お
聞
き
し
、
ょ

E
C意
見
を

H
R・

-は
、
一
つ
の
閉
記
入
を
決
め
る
に
し
一

一手をか

Z
ど
、
詩
的
な
笥
量
一
宮
ば
マ
と
結
び
つ
か
な
い
と
十
一
が
差
の
草
壁
誌
の
支
義
一

E
Z障
で
す
か
ら
開
市
に
ま
と

し一

ν叶
い
械
金
宮
市
政
の
震
に
貸
し
て
一
施
策
の
基
礎
調
査
を

一て
も
、
ど
と
が
ど

Z
っ
て
い
る
こ
信
頼
さ
れ
る
議

員
に

一

す

べ

き

だ

。

一

日

げ

取

引

何

時

一

九

一

一

仰

い

刊

誌

初

日

一

と

町

一

K
M
u
h
r聞

く
な
か
で
、

談

こ

診
り
た
い
急
い
ま
す
(
あ
い
さ
つ
二

一揺
を
十
分
知
っ
て
決
宇
る
こ
と
が
一l
E
江
l
あ
る
舎
で
臣
民
自
一

労
働
者
と
話
し
合
え

一な
お
一
層
宮
前
動
と
民
幸
町
議
一
白
い
た
い
e

ま
た
、
自
治
会
が
大
き
く
一
将
来
の
陶
器
弔
妻
、
連
な
も

d

一け
じ
ト
仁
ト
ド
kド
日

七

書

さ

一

銭

円

お

守

山

町

豆

腐

は

一

zi--ー
言

-
E喜
市
政
に
力
を
一
告
書
に
努
力
主
。
一
な
る
と
、
明
意
義
と
な
る
の

7
5に
班
長
い
た
い

二
坐

JU
U
M
-
-司
凶
E・
・

・

・

・

・

5
、
十
分
請
を
こ
立
っ
て
内
一

?"Lとと
ろ
、
問
要
議
員
一
入
れ
て
い
る
。
費
に
し
て
も
働
金
一
ま
た
、
お
闘
い
で
す
が
市
民
に
お
一
で
、
こ
れ
が
宮
崎
金
の
大
島
問
一

合
理
的
行
政
を

E
曹

a圃
掴

'Eh--固

・

2・
・

・

・

一

y

v

一
暴
走
。

E
の
監
還
で
あ
五
線
一
々
の
震
の
中
に
巡
ん
で
飛
び
込
ん
で
一
か
れ
ま
し
で
も
、
税
金
の
傍
聴
も
し
て

五

さ

れ

た

い

。

一

つ
ハ

-A
圃

・

・

2
E乏

し
き
し
て
欲
し
い
。

F
i
j
i
-
-
m
i
z
-
-舗

装
を
図
れ

一

宮

控

訴

ぃ春
ν

珂

』

費

吋

凶

・

・

圃

一
望
ま
れ
る
清
い
政
治

一
主
だ
が
、
蓄
を
替
え
て
、
そ
の
一
町
議
ば
か
り
で
な
く
、
中
生
一
う
い
員

E
S
E
-
E
13

、
撃
の
執
行
上
し
て
い
る
が
、
裂
の
聖
し
な
ど
冊

有印，理

Eh----・

「

大

芝

l
語
霊
の
事
は
、
主
権
力
が

mtで
な
く
向
詰
都
合
一

2く
労
働
者
の
刑
事
に
つ
い
て
一
チ
ェ
ア
グ
し
て
正
し
く
草
創
を

τ芸
を
も
っ
て
い
る
。
農
民
慨
に
一
宮
に
つ
く
。
科
学
的
、
計
四
的な

じ
川

ri
ll
-
F
S
E、h
凶
句
、

-a一民
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
。
機
会
も
同
じ
一の
よい

7
8
5
1プ一も
ど
ん
ど
ん
政
治
に
反
映
し
て
堅
し
一
富
し
て
延
長
を
で
欲
と
し
て
車
問
実
き
く
も
っ
て
お
り
、
一
度
主
的
て
欲
し
い
。
ま
た
、
女
化

立

古

?

巨

魁

圃

圃

-
R
h・
・

2
.
1
圃

一
一
の
利
益
を
図
る
も
の
で
あ
っ
て
は
幽
一
て
欲
し
い
。
-
ぃ
。
一
後
出
粧
品
の
あ
る
雪
長
長
吋
た
い
一
而
に
対
す
る
施
需
が
少
な
い
の
で
、モ

ヘ

ョ

ョ

内

・

田

園

園

・

・

E
圃

・

一

v

‘

圃

一
:
;

出

席

者

:

:

・
-
d

一

↑

i
l
i
-
-
i

-一

υ、
一

'

f

L

凶
圃
軍
副
圃
・
・
圃
哩

1可

B

F

r
園

二

・

一

!
!
1
!
!
l
i
-
-
-
l
i
l
-
-
!
1
1
i
i

一
と
重
L
、
翠
宮
川
さ
く
、
後
継
者
一
れ
ら
の
闘
に
も
同
を
む
り
る
べ
き
で
あ

E
欝

4
・

・

・

福

司

「

寸

回

』

園

-

一

f
1
:、ー

r
、F
l
i
a
r
-
'
t
-ご
ー
、

，

一
の
な
い
も
の
は
、
市
街
化
区
校
へ
の
編
一
品
。

週

一ヨ

・

当

竺

一

i
h
s・

一…

根
津
久
次
郎
〔
自
治
会
)
-
二

歯

止

品

目

守

布

Z
R
E苦
主

主

-

一

一

事

i
t
i〔
{

竺

了

リ

一

エ

圃

一・

一

切

符

布

υ
却
を
ゴ

F
布
川
盈
列

4
4
司
3
d
u
i

一
入
事

6
2止
(
辿
の
器
擦
が
堤
われ
一
良
民
を
参
加
さ
せ
よ

翻

一官

以

す

』

ι

v
h

-

ふ

一

-

圃

一…
大
芝
冨
子
(
主

婦

)
…
一

1
J7
i
=
;ノ
一l
'

ニ
一

一

置

が

合

わ

な

い

・

一

1
2

1

新
し
い
襲
セ
ン
タ
ー
の

繍

ils
r一

ぜ

e-M一…

日

日

刊

一

三

…
一

農

業

商

工

業

対

策

を

図

れ

一

塁

に

よ
量
刑
事
の
禁
止
豊
島
耐
え
伺
か
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン

騒

ー

司

a
'
v
'
H
!
a
a
r--

一枝
長
治
(
勤
労
者
)
…

ァ

l
i
s
g加

入
者
に
お
い
て

i
zし

一

5
3
8。

一
本
市
の
器
、

m
Eくて
無
理
で
す

1
2が躍
す
ぎ
る
よ
う
な
祭

緬

穂

一

一

七

町

阿

国

且

，

.

.

 F
t』
E
E
E
L
-・

一

一

、

。

ィ

一

{
一
あ
り
、
日
円
安
】
骨
わ
な
い
。
そ
と
で
、
一
す
る
・
私
達
の
望
み
で
は
、
壁
一
会
館

臨

一
z-
E
Z圃

-E圃E

・E・
-
-
・
一
山
依
田
猛
(
底
業
)

市

民

は

対

話

の

姿

勢

を

歓

迎

世



路
、
緑
化
壁
、
洞
川
奥
義
一
年
、
五
十
年
で
襲

Z
。
一
年
で
霊
を
完
了
し
た
い
。
一
O
P

T

A
負
担

-

f

一
君
主
居
間
合
連
合
会
主
・

の
二
本
の
桂
で
四
十
八
年
度
も
務
力
す
一て
刑
務
所
移
転
は
、
固
に
四
十
九
年
一
一
、
駅
ピ
ル
は
、
四
十
八
年
基
本
計
一

一

容園
口

一

一

一

一

軽
減
の
具
体
策
示
せ

一

語

苛
英
雄
ほ
か
)

る
.
一
度
に
開
張
費
手
盛
っ
て
貰
う
た
め
、
一
薗
、
四
十
九
年
強
固
開
計
圏
、
五
十
年
一

一

イ

il
l

-

一

一

一

一

一

〔

建

霞

経済
委員
会
〕

財
政
に
つ
い
て
は
、
税
収
の
伸
び
も
一
本
年
度
中
に
用
間
取
得
が
で
き
る
よ
一
で
完
成
し
た
い
。
一

間
本
問
は
類
似
都
市
に
出
し
て
教
一

採
択
さ
れ
た
も
の

一

一

一

一

一

一

O
廃
河
川
敷
払
い
下
げ
(
割
士
見
一
了

あ
ま
り
岡
持
で
き
ず
給
与
費
、
福
祉
一
う
坦
坦
と
折
衝
し
、
五
十
一
年
に
は
一
一
、
駅
前
繋
仰
は
、
四
十
九
年
務
備
計
一問
予
算
下
少
な
い
。
特
に
P
T
A
負
担
一
〔
建
政
経
済
部
委
員
会
〕

一

一

一

一

L
d

一

一

同

・

楠

山

勘

芦

ほ

か

)

一費
、
公
債膏
帯の経
費
増な
ど
多
額
な
一
移
転
完
了
し
た
い
。
一
回
、
五
十
年
か
ら
五
十
二
年
頃
罪
成
一の
眠
法
に
つ
い
て
は
、
関
偶
者
に
よ
一
O
梓
誕
セ
ン
タ
ー
段
位
(
増
昨
町
再
治
一

加

士一
H
寄
金
、
十
同
日
か
ら
二
十
一
百
ま
で
の
議
員
京
、
剛
警
か
ら
援
の
開
和
四
十
六
年
度
決
一
震
が
塁
ま
れ
る
の
で、一
胞の創
一一
、
車
問
は
、
四
十
八
年
度
中
に
同
一
し
た
い
。

一る
研
去
を
つ
く
っ
て
罪
し
て
い
る
↑
室
長
・
萩
阪
急
)
一
〔
民
生
委員
会
〕

皇

宮
-
認
定
し
た
ほ
か
、

m
霊
聞
の
職
員
給
与
改
定
軒
骨
込
ん
だ
補
任
予
算
、
出
慶
尚
控
室
な
ど
二
十
一
一
一
五
工
夫
に
努
め
、
財
政
選
営
に
誼
す
一
間
取
得
し
、
閉
十
九
、
束
十
年
孟
一主
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
一が
、
必
ず
し
も
活
動
が
霊
で
は
な
一
O

迫
器
装
(
署
町
白
雲
主

-FJ間
・議
提
書
辺
嘉
(
甲

山哨

室
長
ど
お
η
可
決
し
、
書
一
一件

裏

付

ま

と

一

る

。

予

算

指

定

、

昨

年

と

同

長

一
般
す
る
。
一
国
、
県
の
力
主
須
重
で
あ
り
、
よ
一
い
。
負
担
軒
捕
の
具
体
雲
市
し
て
ま
五
時
相
ま
か
)
一
府
襲
撃
撮
雲
量
者
・日

一

一

一

-

L
一/
4

一敬子〉

F
十二
月
症例会での
-般
質
問
は
十
五
長
会
)
、
義
正
義
門
市
-氏
が
そ
れ
ぞ
れ
霊
度
予
管
理
互
い
軒
是
ん
で
い
る
。

一一、
害
程
セ
ン
タ
ー
は
、
用
問
手
一
品
絡
を
と
り
な
が
ら
査
を
は
か
つ
一しい。

一
og嗣
入
需
(
世
代
書
限
町
一

子

一一月十八日から一一十日まで三日間
一民
ク
ヲ
グ
)
、
山
本
益
(
号
、
樋
一折

、

語

、

教

育

、

告

軍

需

等

一

-

一当
主
で
あ
る
の
で
同
十
九
、
平
一ていきたい。

一
答
告
書
問
中
に
占
的
盈
業
孫
太
郎
)

一

千

に
わた
って行なわれ
、
葉
書
日
間
一
寝
室
、
小
林
罪
(
公
一につい
て
質
問
壱
商
量
し
た
。
一
。
公
約
の
重
点
施
策

一

言
、
哲
都
市
で
は
二
伝
、
需
一
継
続
審
査
す
る
も
の

一

陳

情

3
F単
ト

gi
sι3八

一
抗
日
民
の
と
お
り
尋

問

時

一
市

有

地

処

分

は

慎

重

に

一日

医

師

長

町

一訟

手

合

誌

の

処

一
不
採
択
さ
れ
た
も
の

9
・

園

田

園

面

圃

国

闘

醜

圃

園

竺

編

成
の
基
本
方
針

一
は
酷
し
い
も
の
が
あ
る

K1、け一

新
農
場
建
設
し
高
度
利
用

一ト
日

抗

野

比

一
-A一付
(
書
聖
書
会
主
小
林
芳
一〔
霊
経
済
笛
委
員
会
〕

F
「
M

圃・
・・・・・
同陣
属国圃
圃回
・
E
E
・E
・
困
層
間
凶
騎
国
国
聞圃圃圏掴

一

一

間

帯

で
霞
点
滴
衡
と
し
て
い
る
刑
務
所
一

一

一

η
ほか)

一O
農
業
セ
ン
タ
ー
殺
置
(
問
玉
町
自
治

4
回
・

・

・
園
田
・

圃

圃
臨
隅
聴
聞
圃
闇
躍

一
間
附
利
明
十
八
寄
与
語
勇
一移
転
、
甲
商
襲
、
補
枇
セ
ン
タ
ー
帯
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